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１）中国地方整備局 新たな評価の考え方を取り入れた構造
物選定マニュアル等の作成（中間報告）

２）四国地方整備局 生コン電子化に関する試行現場見学会
の開催

３）九州地方整備局 民間審査制度の活用事例

(４)地方整備局からの情報提供等



【中国】プレキャスト導入促進に向けた検討（R4.1～）

業界団体から担い手不足の観点及び工事履行段階におけるブロック工や型枠
大工の確保困難性から、建設現場の生産性向上に資する「コンクリート構造物
のプレキャスト化」に係る強い要望がある。
現状は、個別工事における比較検討において、経済性に劣るとの理由から、多
くの現場ではプレキャスト製品の採用に至っていない。

【背景】

「中国地方整備局インフラDX推進計画２０２２」のi-Construction編において、生産性向上に係る取組メ
ニューとして、「プレキャスト化に向けた検討」を位置づけR4.1～検討開始。
本省、先行地整（北陸：VFM、近畿：採用フロー）の検討内容、及び中国地方の労働環境や現場条件等の調
査結果を踏まえつつ、地域の実情に即した「プレキャスト選定マニュアル（仮称）」を作成する。

【検討方針】

【現段階におけるとりまとめの方向性】

① 中国地方の特性（瀬戸内の干潮、山陰・山間部の積雪、職人確保困難性等）を整理し、プレキャスト採用に
伴う仮設費用の低減等に加え、新たな評価項目及び評価指標を設定し、整備局で経済比較を実施。
有利となった規格サイズは、事務所での経済比較不要で採用可能とするため図集（小構造物設計図集を想定）としてとりま
とめる。
とりまとめる図集は、製造・流通に掛かる効率化による将来的な製品コスト低減を期待し、規格の統一化を図る。

○中国地整が発注する土木構造物の
設計についての統一基準を定めた
「土木工事設計マニュアル」

○中国地整が施行する土木工事の共
通的な構造物の標準化と規格化を図
るために定めた「小構造物設計図
集）」

② 経済性に劣る場合でも現場条件等により採用が可能と
なるよう、比較・採用基準を明確化した工法選定フロー
を整備する。
工期・省人化やメンテナンス費用等の評価項目を明確化した選定
フローを作成し、設計基準として位置づける。
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【中国】プレキャスト導入促進に向けた検討内容

1.計画準備

2.事例収集整理

3.学識者へのヒアリング

4.アンケート調査・分析

5.他地整選定手法によ
る検討

R3 R4 R5

6.事例・調査結果を踏ま
えた検討

比較項目（案）

①工期の制約
②技能者確保状況◆
③安全性向上
（夏日作業不能、足場設置、交通

誘導費等）
④省人化（施工日数、施工管理日
数）◆
⑤働き方改革（休暇日数）
⑥メンテナンス費用（LCC）
⑦環境負荷低減
⑧景観
⑨事業早期完成効果◆
⑩地域特性（干潮、積雪影響◆、地
元条件）

朱書き：経済比較項目※

8.図集及び工法選定
フロー作成

9.マニュアル作成

R4.1

R4.2～5

R4.6

R4.6～8

R4.8～10

7.経済比較

プレキャスト採用に係る他地整事例収集
（設計要領、設計マニュアル、図集等）

広島大学 半井教授
・耐久性の評価に係る課題
・プレキャスト化によるメリ整理

発注者、ゼネコン、コンサル、
メーカー、生コン協会へアン
ケート調査
・採用事例、課題等の収集

■先行地整の検討結果への適用性
近畿：工法選定フロー
北陸：VFM手法による検討
◆中国地方の各種データ整理

上記検討を踏まえ、比較項目（案）及び比較基準（案）
の設定

経済性比較実施
ボックスカルバート、Ｌ型擁壁の規格別に比較
現場打ち≧プレキャスト・・・小構造物設計図集
プレキャスト≧現場打ち・・・選定フロー

R4.10～

・規格の統一化した図集作成
（最適化）
・選定フローの作成

～R5.2

R5.9～

～R6.3

※経済比較の項目別算定方法統一含む

プレキャスト導入効果の高い規格（車道ボック
ス5.0m×5.0m程度）まで経済比較が不要
となるよう、経済比較方法について検討中

R4 第4回フォローアップ会議資料抜粋

規格の閾値を上げる
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【中国】プレキャスト導入促進に向けた検討内容
評価項目一覧表

評価項目 評価指標

0 イニシャルコスト 土木工事標準積算上の費用

1
技能者単価

（技能者不足の影響）
技能者不足進行に伴う労務単価高騰を
評価

2
施工への影響

（高温・多湿による作
業効率低下）

WBGT値（厳重警戒28～31）におけ
る現地作業効率低下を評価

3
安全性向上

（事故発生率）
現地作業に伴う事故発生率を評価

4
工期・省人化

（工期短縮効果）
プレキャスト活用による施工日数短縮
効果を評価

6
メンテナンス費用

（LCC)
将来的（１００年間）に必要と想定さ
れる補修費用を評価

7
環境負荷低減
（CO2削減量）

材料・製造・輸送・施工に関するプレ
キャストのCO2削減効果を評価

8
地域特性

（干潮、積雪等）
塩害の影響、積雪や地元条件による施
工日数の制限を評価

9 将来コストの低減
プレキャスト製品の規格標準化による
製造コスト低減を評価

10 設計費 設計業務標準積算上の費用

※着色は今回対象外とした項目 103



【目 的】
国土交通省が、建設現場の生産性向上のための施策の一環として取り組む「生コン情報の電子化」

について、試行現場の見学を通じて取り組みの理解を深めることを目的に実施。

見学会の状況 システム閲覧画面（スマートフォン画面）

荷下、打設状況

システム入力状況

メイン画面

打設進捗グラフ

打設状況一覧表

【概 要】
手持ちのスマートフォン等を用いてシステム（it-Concrete）を操作

し、生コンの「出荷」「到着」「打込み開始」「打込み終了」までの
状況をリアルタイムで閲覧。

○日 時：令和５年１２月２６日（火） ９：００～１１：００
○工事名：令和４－６年度 大内白鳥ＢＰ帰来改良外工事（香川県東かがわ市帰来地先）

発注者：香川河川国道事務所 受注者：山政建設（株）
○構造物：橋梁下部工（橋台）、当日打設量６１ｍ３（生コン車１６台）
○参加者：３８名 四国地方整備局１４名、香川県生コン工業組合１９名

日建連等４名（講師）、山政建設（株）１名（監理技術者）

【見学会参加者の感想】
○生コン組合・工場
・本取組は、工事全体の生産性向上につな
がると感じた。今後とも積極的に協力し
ていきたい。

○工事受注者
・システムの操作も簡単で、リアルタイム
で生コン車の状況確認が出来、生コン工
場への問合せが無くなった。

・システムからデータの吐出しが出来、帳
票作成(内業)の省人化が図れた。
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【四国】生コン情報電子化（伝票電子化）に関する試行工事の現場見学会の開催



【「民間審査制度の導入による生産性向上の取組」の経緯、目的】

○従来、JIS製品がないボックスカルバート等は、現場打ちコンクリートと新技術（NETIS）プレキャスト製品を比較検討（経済性、工程、品質、安全性、
施工性、環境）し、プレキャスト（NETIS）製品指定して発注。

○平成２９年以降、NETISに掲載期間終了技術が増加し、NETIS製品が減少したため、有用な技術であるNETIS掲載技術も比較検討に含めて積極
的に活用。NETIS製品でないものを発注者指定する事に課題あったため、性能・機能を求めた上で製品指定しない（プレキャストボックス）工事発注を試
行。

※従来より、プレキャストボックス製品については、設計業務で比較検討し選定。製品の各製作メーカーが、設計しており、条件設定や構造計算、細部構造
性能や工場管理等について、発注者として十分な確認ができていない。

○性能・機能を求める試行工事については、契約後に受注者が自由に製品を選定できるが、製品の性能・機能や工場での品質管理については、発注者と
して十分な確認ができてない。

◆「民間製品審査制度」の認証済みの製品であれば、発注者側の視点での評価を満足（製品の性能・機能に加え施工管理、品質

管理、出来形確認）するため、「民間審査制度認証を受けたものは性能・機能を満たす」ものとした試行工事を発注。

【九州】令和４年度プレキャスト製品採用の取り組み状況

計画断面図
特記仕様書

プレキャストボックスカルバートの規格・仕様については、荷重条件、土被り等下記の規定・性能を満たすものとし、選
定にあたっては付帯施設（翼壁等）を含め事前に監督職員と協議を行い、承諾を得た製品を使用するものとする。

１．「道路土工-カルバート工指針（社団法人日本道路協会平成２２年３月）」に記載された「従来型以外のカ
ルバート等」の規定・性能を満足すること。
２．「道路プレキャストコンクリート工指針（一般社団法人道路プレキャストコンクリート製品技術協会平成２９年
１０月）」の規定・性能を満足すること。なお、一般社団法人道路プレキャストコンクリート製品技術協会のＲＰＣ
Ａ審査事業で適合した製品は、規定・性能を満足したものとする。

３．構造形式が剛性構造（結合）であること。

第●条
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○ 今回「民間審査認証製品」を活用した試行工事

【九州】令和４年度プレキャスト製品採用の取り組み状況

九州地整では民間審査制度を活用した「性能規定発注」を１０件発注（契約手続き中は含まない）

発注年度 工事名 製品 長さ(m) 高さ(m) 幅(m) 内空(㎡) 備考
RPCA製品 Ｒ４ 宮崎１０号高木地区第５号函渠設置工事 ＲＣボックスカルバート 29.5 5.7 8.0 45.6 施工済
RPCA製品 Ｒ４ 宮崎１０号太郎坊地区第３号函渠設置工事 ＲＣボックスカルバート 31.1 5.1 6.5 33.2 施工済
RPCA製品 Ｒ４ 宮崎１０号太郎坊地区第４号函渠設置工事 ＲＣボックスカルバート 46.4 6.1 7.5 45.8 施工済
RPCA製品 Ｒ４ 宮崎１０号乙房地区第２号函渠設置工事 ＲＣボックスカルバート 32.3 7.0 10.0 70.0 施工済
RPCA製品 Ｒ４ 宮崎１０号吉尾地区第１号函渠設置工事 ＲＣボックスカルバート 37.9 4.8 4.5 21.6 施工済
RPCA製品 Ｒ４ 佐賀４９７号脇田地区函渠設置工事 ＲＣアーチカルバート 48.0 10.1 15.0 126.6 施工済
RPCA製品 Ｒ４ 佐賀４９７号脇田地区１０号函渠設置工事 ＲＣアーチカルバート 42.0 8.4 7.9 59.7 施工中
RPCA製品 Ｒ５ 日南・志布志道路益安地区１号函渠設置工事 ＲＣボックスカルバート 32.4 5.7 7.0 39.9 施工中
RPCA製品 Ｒ５ 日南・志布志道路平野地区1号函渠設置工事 ＲＣボックスカルバート 35.1 5.5 4.0 22.0 施工中
RPCA製品 Ｒ５ 宮崎２１８号五ヶ瀬東ＩＣ構造物設置工事 ＲＣボックスカルバート 26.0 6.3 7.2 45.6 施工中
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【九州】令和４年度プレキャスト製品採用の取り組み状況

○ 「民間審査認証製品」の内、発注者が性能規定発注している件数と性能規定していない工事件数

九州地整以外の発注工事 直轄+直轄以外
性能規定工事 性能規定以外 合計 性能規定以外 性能規定以外合計

道路用L形擁壁 0 3 3 24 27
その他(L形以外) 0 4 4 13 17

合計 0 7 7 37 44
ボックスカルバート 0 30 30 118 148
アーチカルバート 1 0 1 0 0

合計 1 30 31 118 148

出荷年度 大分類 中分類
九州内の出荷工事件数

九州地整発注工事

Ｒ４年度

擁壁工

カルバート工

九州地整以外の発注工事 直轄+直轄以外
性能規定工事 性能規定以外 合計 性能規定以外 性能規定以外合計

道路用L形擁壁 0 0 0 11 11
その他(L形以外) 0 2 2 18 20

合計 0 2 2 29 31
ボックスカルバート 3 9 12 82 91
アーチカルバート 2 0 2 0 0

合計 5 9 14 82 91

九州内の出荷工事件数

Ｒ５年度

擁壁工

カルバート工

出荷年度 大分類 中分類 九州地整発注工事
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【九州】令和４年度プレキャスト製品採用の取り組み状況

▉ 民間審査制度を活用することのメリット
○RPCA審査は、第三者機関によって客観的に証明され「製品審
査」だけでなく「工場審査」も認証されているため、製品に求められる
性能や機能、構造細目に加え、製作工場の施工管理（品質、出
来形）についても「適合証明書」「製品審査結果」により確認が容易。

○使用目的・現場条件・要求性能を満足する道路PCa製品の抽
出、比較検討が容易に行えるようになり、製品選択及び採用製品の
決定が容易に行える。

○工場検査を省くことも可能。
（発注者も一定の工場での確認を行う事が、技術力確保のために
望ましい。）

○通常製品で重要構造物の場合、本来は、要求性能を満足してい
るか、別途設計業務による照査、工場製作時の品質、出来形確認
項目設定と確認が必要となるが、RPCA製品を採用する場合、書類
や施工時の立会項目を「RPCA 製品審査基準適合証明書」による
確認のみのため、設計照査期間が短縮され、早期に製作に着手す
ることができた。

○現場打ちやJIS製品に比べて、品質、出来形において問題は生じ
ていない（RPCA製品はJIS製品と同等品以上として取り扱えると判
断）ことから、民間審査制度の導入は発注者視点として生産性向
上に有益となっていると判断でき、RPCA製品適用を妨げる理由は見
当たらない。

【RPCA製品審査基準適合証明書】
（佐賀国道事務所の事例）
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